
セルロースナノファイバー成形体「ＥＬＬＥＸ－Ｍ」 

高性能卓球ラケット部材への採用のお知らせ 

PRESS RELEASE 

＜報道関係各位＞ 

2020 年 2 月 21 日 

大王製紙株式会社 

大王製紙株式会社(住所：東京都千代田区)は、このたび株式会社タマス（住所:東京都杉
並区）が２０２０年４月に国内および海外で発売を予定している高性能卓球ラケット  
『レボルディアＣＮＦ』の部材として、セルロースナノファイバー（以下｢ＣＮＦ｣）成形
体「ＥＬＬＥＸ－Ｍ」が採用されたことをお知らせします。 

<ELLEX-M の使用例> 

ELLEX-M を使用する卓球ラケットは、 
㈱タマスと当社が特許第 6535065 号を 
取得しています。 

卓球ラケット『レボルディアＣＮＦ』 
（㈱タマスより 2020 年 4 月発売予定） ※上記は使用例です。実際の製品設計とは異なります。 

ＥＬＬＥＸ－Ｍを用いた卓球ラケットは、２０１４年から㈱タマスと共同で開発を進め、
２０１９年６月には打球の威力を高められることを発表しました。さらに、従来のラケッ
ト用部材では実現し得なかったＣＮＦ特有の性能である高反発でありながら振動特性を低
く抑えられる点も合わせて㈱タマスに評価され、今回の採用に至りました。 

㈱タマスは、『バタフライ』商標で数多くの卓球用品を製造販売しており、選手用の高品質ラケット
では世界トップの実績(世界卓球 2019 全出場選手の 56.6%が同社製ラケットを使用)を有し、国内ト
ップ選手を多数契約選手に抱える国内卓球用品メーカーです。 

㈱タマス 開発担当 丹羽明彦氏のコメント    コメント動画は、こちら 

「CNF を使用することにより、高反発でありながら振動特性を低く抑えるという、これ
まで出せなかった特徴を持たせることができました。新しい可能性を拓く素晴らし
い素材だと思います。」 

＜過去の関連プレスリリース＞ 

２０１９年６月１３日  CNF 成形体 ELLEX-M 卓球ラケット用部材の開発に成功 

https://youtu.be/xCgiXdIiTrQ
https://www.daio-paper.co.jp/wp-content/uploads/20190613_1.pdf


 

ＥＬＬＥＸ－Ｍは、ＣＮＦの強度、熱特性を活かせる
シート状材料として当社が独自に設計開発したＣＮＦと
パルプ繊維を複合化したＣＮＦ高配合の成形体であり、
その性能は汎用プラスチック材料の約５倍の力学物性
（JIS K7127:1999 の引張特性）を示し、熱特性にも優れ
た材料です。 

 

ＥＬＬＥＸ－Ｍの基本設計は当社独自開発であり、愛媛県･(公財)えひめ産業振興財団から支援･助成
を受け、製造技術を確立したヤマセイ株式会社（住所:愛媛県松山市）にて委託製造しております。 

今後もＥＬＬＥＸ－Ｍの高強度や熱特性を生かして、自動車部材、建材、家電筐体、電
子基板等への多岐にわたる用途展開を加速させていく考えです。 

 

 

 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

大王製紙株式会社 ＣＮＦ事業化プロジェクト   

菊池、藤田 

TEL：03-6856-7530  

E-mail：ellex@daiogroup.com  


